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清
末
民
園
期
の
雲
南
に
お
け
る
交
易
圏
と
輪
迭
網

|
|
馬
需
の
は
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
|
|

栗

原

悟

は

じ

め

に

一
雲
南
の
地
勢
と
交
通
・
運
輸

二

交
易
ル
l
ト
と
交
易
物
資

付
南
海
へ
の
交
易
ル
l
ト

口
雲
南
ピ
ル
マ
ル
l
ト
と
交
易
物
資

三

馬
訴
の
輪
途
網
と
地
域
開
交
易

付
馬
都
運
輸
と
地
域
開
交
易

同
国
族
馬
都
の
動
向

同
刑
判
外
貿
易
と
一
商
務
の
形
成

む

す

び
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tま

じ

め

雲
南
は
、
古
来
よ
り
中
園
と
南
・
東
南
ア
ジ
ア
の
南
海
を
結
ぶ
内
陸
交
易
の
中
縫
地
的
位
置
を
占
め
て
き
た
。

道
」
ま
た
は
「
博
南
古
道
」
な
ど
と
も
語
僻
さ
れ
た
雲
南
ピ
ル
マ
ル

l
ト
や
、

例
え
ば
、

か
つ
て
「
、氷回目

「
安
南
道
(
歩
頭
路
〉
」
更
に
は
「
博
馬
道
」
な
ど
は
中
園
と
南
海



(

1

)

 

を
結
ぶ
重
要
な
交
易
ル
l
ト
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
そ
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
、
古
来
同
地
方
に
割
接
し
た
諸
部
族
、
諸
王
園
の

興
亡
を
考
え
る
場
合
も
、
こ
れ
ら
交
易
ル
l
ト
を
諸
部
族
・
諸
王
闘
が
い
か
に
支
配
し
掌
握
し
た
の
か
が
よ
り
重
要
な
研
究
テ
l
マ
の
一
つ
で

(

2

)

 

あ
る
と
い
う
認
識
は
近
年
ま
す
ま
す
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

な
か
で
も
雲
南
ビ
ル
マ
ル

l
ト
は
、
漢
代
を
は
じ
め
唐
代
頃
ま
で
は
四
川、

雲
南
、
ピ
ル
マ
を
経
由
し
て
イ
ン
ド
あ

る
い
は
南
海
(
特
に
ベ
ン
ガ
ル
湾
)
へ
到
る
最
短
の
コ
l
ス
と
し
て
知
ら
れ
、
主
に
南
海
の
物
産
と
四
川
産
の
絹
を
隻
方
に
も
た
ら
す
内
陸
交
易

(

3

)

 

の
重
要
な
ル

l
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
南
海
交
易
の
盛
行
に
伴
な
う
海
上
交
通
の
護
達
に
よ
り
、
徐
々
に
衰
退
を
徐
儀
な
く
さ
れ

ひ
き
つ
づ
き
雲
南
を
経
由
し
て
ビ
ル
マ
な
い
し
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
聞
で
の
地
域
的
交
易
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
交

こ
れ
ら
交
易
ル
l
ト
、

て
い
っ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、

易
ル

l
ト
が
以
前
よ
り
重
要
性
を
増
し
て
歴
史
の
舞
蓋
に
登
場
す
る
の
は
、
皮
肉
に
も
十
九
世
紀
以
降
の
西
欧
列
強
イ
ギ
リ

ス
・
フ
ラ
ン
ス
に

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
が
東
洋
に
来
航
し
て
以
来
、
中
園
に
到
る

(
4〉

近
道
と
し
て
雲
南
経
由
の
交
通
路
が
注
目
さ
れ
、
こ
の
方
面
の
交
易
ル
l
ト
に
関
心
が
集
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

よ
る
ピ
ル
マ
・
イ
ン
ド
シ
ナ
の
植
民
地
化
を
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、

ま
た
、
交
易
路
上
の
物
資
の
稔
、遺

い
う
ま
で
も
な
く
、
雲
南
は
内
陸
の
奥
地
で
あ
り
、
と
り
わ
け
重
墨
た
る
山
岳
地
帯
の
た
め
、
物

資
の
聡
迭
に
は
大
幾
困
難
を
極
め
る
程
、
交
通
の
不
便
な
地
方
で
あ
る
。
地
勢
上
、
水
路
を
利
用
す
る
こ
と
は
一
部
の
湖
上
を
除
け
ば
不
可
能

で
あ
り
、
従
っ
て
交
通
・
総
選
は
す
べ
て
陸
路
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
情
況
に
あ
っ
て
、
交
易
上
の
捻
迭
は
現
地
で
「
馬
帯
」

と
呼
ば
れ
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
つ
ま
り
陵
商
一
に
よ
っ
て
携
わ
れ
て
き
た
。
現
在
も
な
お
局
地
的
に
は
、
こ
の
馬
需
に
よ
っ
て
そ
の
職
迭
が
行
わ
れ
て

(

5

)

 

い
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
を
背
景
に
し
て
、
雲
南
を
経
由
す
る
交
易
路
と
は
ど
の
よ
う
な
情
況
に
あ
り
、

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
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本
稿
で
は
、
清
末
か
ら
民
園
時
代
に
か
け
て
、
雲
南
を
援
貼
と
し
な
が
ら
中
園
と
東
南
ア
ジ
ア
(
特
に
ピ
ル
マ
)
聞
の
交
易
・
職
迭
に
重
要

な
役
割
を
は
た
し
た
雲
南
馬
帯
の
動
向
に
注
目
し
、
雲
南
に
お
け
る
交
易
圏
と
職
選
網
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
た
だ
し
、
こ
の
方
面
の

史
料
並
び
に
研
究
に
闘
し
て
い
え
ば
、
断
片
的
な
史
料
し
か
な
く
、
ま
た
こ
れ
ま
で
関
連
す
る
論
考
が
極
め
て
隈
ら
れ
て
い
る
(
む
し
ろ
な
い

-127ー
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に
等
し
い
〉
な
ど
の
理
由
か
ら

現
段
階
で
は
不
明
な
貼
が
多
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

小
論
は
こ

の
よ
う
な
情
況
を
踏
え
な
が
ら
も
、
敢

え
て
将
来
こ
の
方
面
へ

の
研
究
の
一
段
階
と
し
て
、

そ
の
致
備
的
考
察
を
行
っ
た
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
テ

l
マ
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
筆
者
の
問
題
関
心
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
主
に
以
下
の
諸
貼
で
あ
る
。

ま
ず
、
華
南
・
西

南
中
園
か
ら
大
陸
東
南
ア
ジ
ア
に
か
け
て
の
内
陸
交
易
圏
を
ど
の
よ
う
に
設
定
し
明
ら
か
に
す
る
の
か
。
そ
の
場
合
、
交
易
ル

l
ト
の
も
つ
重

リ

γ
ゲ

l
ν

要
性
に
注
目
し
た
い
。
次
に
、
内
陸
交
易
は
海
上
交
易
並
び
に
河
川
交
易
と
ど
の
よ
う
に
連
繋
し
て
い
く
の
か
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
地
域
市
場

を
接
黙
と
す
る
地
域
聞
な
い
し
は
地
方
間
交
易
圏
に
劃
し
て
、
い
か
に
西
殴
列
強
が
経
済
的
侵
略
を
行
い
、
所
謂
「
開
港
場
市
場
圏
」
を
つ
く

り
あ
げ
て
い
っ
た
の
か
。
更
に
は
、
演
下
武
志
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
近
代
中
園
の
劃
外
貿
易
の
特
徴
が
基
本
的
に
は
、
地
域
開
交
易
の

(
6
)
 

連
鎖
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
贋
域
市
場
の
成
立
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
は
た
し
て
雲
南
地
方
は
ど
の
よ
う
に
し
て
近
代
ア
ジ
ア
域
貿
易
圏
の

形
成
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
上
、
小
論
は
、
こ
れ
ら
の
貼
も
踏
え
て
考
察
し
て
み
た
い
。

雲
南
の
地
勢
と
交
遁

・
運
聡

nm
v
 

。，“
司
自
ム

雲
南
に
お
け
る
交
易
と
職
、
迭
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、

ま
ず
同
地
方
の
地
形
の
特
徴
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、

古
来
同
地
方
の
交
通
・
運
織
は
、

た
え
ず
そ
の
地
勢
に
よ
っ
て
大
き
く
運
命
づ
け
ら
れ
て
き
た
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

西
部
に
は
雲
嶺
山
脈
、
怒
山
脈
、
高
察
貢
山
賑
そ
の
他
の
諸
山
脈
が
南
北
に
走
り
、
東
部
に
は
南

嶺
、
勾
漏
、
安
南
の
諸
山
脹
が
相
連
な
る
。
そ
の
な
か
に
、
所
謂
雲
貴
高
原
が
形
造
ら
れ
て
い
る
。
山
脈
地
帯
で
は
、
標
高
六
千
メ
ー
ト
ル
以

上
に
及
ぶ
も
の
も
あ
り
、
高
原
地
帯
で
も
な
お
二
千
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
。
最
も
低
地
は
、
河
口
の
一
一
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に

標
高
差
が
著
し
く
大
き
い
の
は
同
省
の
地
形
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
聞
を
流
下
す
る
諸
河
川
の
主
な
も
の
に
、
金
沙
江
(
揚
子
江
上
流
)
、

雲
南
の
地
勢
は
、

一
般
に
高
峻
に
し
て
、

欄
治
江
(
メ
コ
ン
川
上
流〉、

怒
江
(
サ
ル
ウ
ィ

ン
川
上
流
)
、

元
江
(
紅
河
上
流
)
な
ど
が
あ
り
、

ほ
と
ん
どい
山ず
岳 れ
高も
原深
地谷
帯急
を流
形を
仔vTJご

しし
てて
し、_"、
る7る。、_，.v 

更 ま
た
各

地
に
は
、
各
種
の
侵
蝕
に
因
っ
て
生
成
し
た
湖
沼
が
多
い
。
卒
地
は
極
め
て
少
な
く
、
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そ
の
地
形
の
特
徴
を
分
析
し
て
み
よ
う
。
現
在
の
雲
南
省
全
域
(
面
積
三
九
高
四
千
卒
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
の
う
ち
、
約
八
四
%
が
山
地
、
約
一

O

%
が
高
原
(
丘
陵
を
含
む
)
、

パ
I

Y

(

8

)

「
場
子
」
と
総
稽
す
る
。
こ
こ
で
筆
者
が
特
に
注
目
す
る
の
は
、

古
来
よ
り
雲
南
に
あ
っ

て
農
業
譲
達
の
地
理
的
基
盤
は
こ
の
扇
子
に
あ
る
と

い
う
黙
で
あ
る
。
雲
南
全
域
で
一

一や
万
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
の
稲
子
は
約
一
四

O
O以
上
も
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
雲
南
史
を
研
究
す
る
上
で
、

(
9〉

こ
の
靖
子
と
呼
ば
れ
る
地
理
的
空
聞
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
既
に
拙
稿
を
設
表
し
て
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
域
子
は
農
業
譲
達
の
地
理
的

残
り
の
約
六
%
が
山
開
盆
地
あ
る
い
は
河
谷
卒
野
で
あ
る
。

現
地
語
で
は

山
間
盆
地
あ
る
い
は
河
谷
卒
野
を

基
盤
で
あ
る
と
と
も
に
、
交
易
の
た
め
の
要
衝
と
い
う
機
能
や
、
更
に
は
諸
王
国
の
成
立
な
ど
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
地
理
的
空
間
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
園
1
は、

主
な
楊
子
の
分
布
と
交
通
・
交
易
ル

l
ト
を
あ
ら
わ
し
た
概
略
園
で
あ
る
。

圃
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に

雲
南
の
交

通

・
職
、迭
網
は
こ
れ
ら
犠
子
と
域
子
を
結
ぶ
線
肢
に
聞
か
れ
て
き
た
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
各
楊
子
を
結
節
黙
と
し
な
が
ら
、
時
代
的
に
そ
れ

ぞ
れ
の
交
易
ル

l
ト
が
聞
か
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
、
昆
明
(
源
池
域
子
)
、
大
理
(
湾
海
婿
子
)
、
永
昌
(
保
山
場
子
)
な
ど
は
こ
の
よ

う
な
婿
子
上
に
形
成
さ
れ
た
城
市
で
あ
り
、
馬
都
に
よ
る
職
、
途
網
は
こ
の
よ
う
な
一
商
業
的
援
黙
と
し
て
の
各
靖
子
を
結
ぶ
線
上
に
展
開
さ
れ
、

-130ー

中
園
・
東
南
ア
ジ
ア
聞
の
内
陸
交
易
路
並
び
に
河
川
交
通
網
と
連
鎖
し
て
設
展
し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
古
来
雲
南
地
方
は
交
通

・
職
迭
の
手
段
と
し
て
馬
(
駄
獣
)
を
利
用
し
て
き
た
。

(

叩

〉

雲
南
馬
(
大
理
馬
・
麗
江
馬
な
ど
〉
は
夙
に
有
名
で
あ
る
。

の
よ同
う地
た方
馬íìf~
を)

利唐
用宋
し代
てよ

り
馬
の
産
地
の
一
つ
と
し
て
奉
げ
ら
れ
る
よ
う
に

(
質
際
に
は
地
域
に
よ
っ
て
駿
馬
、
騎
馬
、
牛
な
ど
を
利
用
す
る
)
、

(
ロ
)
守

三

業
者
・
交
易
者
集
圏
(
ギ
ル
ド
)
を
「
馬
都
」
と
呼
び
な
ら
わ
し
て
い
る
。

陵
商
一
を
編
成
し
交
易
・
職
迭
が
行
な
わ
れ
た
が

現
地
で
は
こ
の
よ
う
な
験
、
迭

馬
都
市
の
具
睦
的
な
成
立
時
期
と
組
織
運
営
は
あ
ま
り
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
最
初
は
数
人
が
共
同
で
馬
数
頭
を
編
成
し
て
物
資
の
轍
迭
を
行

(

臼

〉

っ
た
民
聞
の
稔
迭
隊
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
資
本
を
有
す
る
者
(
例
え
ば
商
人
、
地
主
な
ど
〉
が
荷
主
と
な
っ
て
自
ら
陵
商
を
組

む
か
、

あ
る
い

は
荷
主
を
傭
い
入
れ
て
隊
一
商
一
を
編
成
し
、
省
外
や
圏
外
特
に
ビ
ル
マ
方
面
へ
通
商
一
に
出
か
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
馬
需
は
主
に
都



主
と
馬
夫
で
構
成
さ
れ
、
馬
夫
の
中
に
は
獣
醤
・
馬
具
修
理
・
蹄
銭
係
・
都
子
(
脇
陣
員
〉
の
食
事
係
や
駄
獣
の
世
話
係
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
。

タ
ー

タ

ア

ト

ウ

タ

1
ヲ
オ
パ

γ

(

U

〉

帯
主
(
頭
領
)
は
「
馬
鍋
頭
」
あ
る
い
は
「
大
鍋
頭
」
、
「
大
老
板
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
除
は
行
路
上
そ
の
統
一
等
の
下
に
行
動
し
た
。
馬
帯
の
大

小
は
駄
獣
の
多
少
に
よ
っ
て
巨
分
さ
れ
、

に
一
人
の
「
小
鍋
頭
」
を
つ
け
て
責
任
を
負
わ
せ
た
。

一
般
的
に
は
五
頭
の
駄
馬
を
一
把
と
み
な
し
、

そ
の
五
把
(
つ
ま
り
二
十
五
頭
〉
を
小
都
と
し
、
そ
こ

五
十
頭
の
螺
馬
隊
で
あ
れ
ば
、
乾
季
(
十
月
l
四
月
)
は
十
人
程
の
馬
夫
を
必
要
と
し
、

(

日

〉

雨
季
(
五
月
J
十
月
)
で
は
十
四
人
か
ら
十
八
人
の
馬
夫
を
配
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
駄
馬
五
頭
に
馬
夫
一
人
だ
か
ら
千

徐
頭
の
隊
一
商
に
は
必
ず
二
三
百
の
馬
夫
が
必
要
で
、
そ
の
通
過
す
る
地
方
の
治
安
航
態
の
良
否
に
よ
っ
て
馬
夫
三
人
に
銃
一
挺
或
い
は
二
人
に

〈
国
〉

一
挺
と
い
う
具
合
に
武
装
し
て
出
か
け
て
行
く
の
で
あ
る
。
ぃ
.
す
れ
に
せ
よ
、
馬
都
の
大
小
は
一
定
し
て
お
ら
ず
、
数
頭
か
ら
百
・
千
頭
に
の

ぼ
る
こ
と
も
あ
る
。
駄
馬
の
最
大
積
載
量
は
お
よ
そ
八

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
(
一
般
に
は
七
0
1五
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
)
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
駄
馬
の
多

寡
が
一
度
の
総
迭
量
と
牧
入
の
多
少
を
決
定
す
る
。

交
易
ル
l
ト
と
交
易
物
資
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付

南
海
へ
の
交
易
ル
l
ト

雲
南
で
は
古
来
よ
り
、
東
は
昆
明
(
濃
池
楊
子
〉
、
西
は
大
理
(
湾
海
域
子
〉
が
そ
れ
ぞ
れ
交
通
・
交
易
路
の
か
な
め
と
し
て
護
達
し
、
中
圏
内

地
と
大
陸
東
南
ア
ジ
ア
へ
放
射
肢
に
交
通
路
が
聞
か
れ
て
き
た
(
圃
1
参
照
)
。
従
っ
て
、
雲
南
を
経
由
し
て
南
海
へ
到
る
交
易
ル
l
ト
は
こ
れ

ら
靖
子
を
必
ず
通
過
す
る
か
、

な
い
し
は
起
黙
と
し
た
。

で
は
、
南
海
へ
到
る
ル
l
ト
は
い
か
に
聞
か
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
、
大
理
を
遁
過
な
い
し
起
黙
と
し
た
ル
l
ト
か
ら
み
て
お

き
た
い
。
ま
ず
、
四
川
方
面
か
ら
イ
ン
ド
・
ビ
ル
マ
へ
の
逼
一
商
路
で
あ
っ
た
ル

1
ト
と
し
て
、
所
謂
雲
南
ビ
ル
マ
ル

l
ト
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

る団
:同
ル
l
卜
に
閲
し
て
は
、
文
献
上
紀
元
一
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
れ
る
こ
と
は
『
後
漢
書
』
西
南
夷
俸
哀
牢
夷
の
候
文
な
ど
か
ら
伺
え
る
と
こ
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ろ
で
あ
る
。
大
理
か
ら
、
氷
昌
を
経
て
、
騰
越
に
到
り
、
更
に
ビ
ル
マ
の
パ
モ

1
〈
切

E
B
O
)
あ
る
い
は
ミ
ッ
チ
l
ナ
l
(
宮
u
L
P
1
5
)

へ
到
り
、

そ
こ
か
ら
イ
ラ
ワ
デ
ィ
川
を
水
運
で
ベ
ン
ガ
ル
湾
に
出
る
。
こ
の
ル

l
ト
上
で
は
、
ま
.
す
永
昌
は
古
来
よ
り
イ
ン
ド
な
い
し
ピ
ル
マ
へ
の
通
商
の

窓
口
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
城
市
で
、
後
に
龍
陵
、
腕
町
鎖
を
経
て
ビ
ル
マ
の
シ
ャ
ン
州
セ
ン
ウ
イ
(
出
田
町
田
豆
)
あ
る
い
は
ラ
シ
オ
(
門
担
任
5
〉に

(

げ

〉

到
り
、
ベ
ン
ガ
ル
濁
へ
出
る
別
の
ル

l
ト
も
設
達
を
み
た
(
以
下
回
2
を
参
照
の
こ
と
〉
。
ま
た
、
バ
モ

l
は
イ
ラ
ワ
デ
ィ
川
上
流
域
に
位
置
す
る

水
陸
交
通
に
よ
る
物
資
の
集
散
地
で
あ
り
、

主
に
明
代
以
降
陸
路
で
移
住
し
た
華
僑
が
そ
の
市
場
経
済
を
掌
握
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
(
後

述
〉
。
も
う
一
つ
の
ベ
ン
ガ
ル
湾
へ
到
る
ル
l
ト
と
し
て
は
、
大
理
、
思
茅
な
い
し
は
昆
明
、
元
江
、
思
茅
の
ル
l
ト
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
シ
ッ

プ
ソ
ン
パ
ン
ナ

1
9ぽ
g
a
司
自

E
〉
の
車
里
(
景
洪
)
、
動
海
を
経
由
し
て
、
ビ
ル
マ
の
ケ
ン
ト
ゥ
ン
(
同

g
m
Zロ
巴
に
到
る
。
ケ
ン
ト
ゥ
ン
か

ら
は
い
く
つ
か
の
ル
l
ト
を
経
て
サ
ル
ウ
ィ
ン
川
河
口
の
そ
l
ル
メ
ン
(
宮
o
己
自
己
ロ
)
に
達
す
る
。
ま
た
、
大
理
を
北
上
し
て
イ
ン
ド

へ
ぬ
け

る
別
の
ル

I
ト
に
チ
ベ

γ
ト
へ
の
ル

l
ト
が
あ
る
。
麗
江
、
維
西
、
中
旬
な
ど
を
経
由
し
て
ラ
サ
へ
到
る
。
こ
の
ル

l
ト
は
主
に
チ
ベ
ッ
ト
族
の

次
に
、
濃
池
(
昆
明
)
を
逼
、
過
す
る
、

古
く
か
ら
開
設
さ
れ
た
路
と

-133一

馬
郭
聞
が
雲
南
の
茶
(
普
湾
集
散
の
茶
)
を
買
い
付
け
に
大
理
な
い
し
思
茅
ま
で
南
下
し
て
く
る
、
所
謂
茶
馬
交
易
の
ル

l
ト
と
し
て
注
目
さ
れ
る。

あ
る
い
は
起
駐
と
す
る
い
く
つ
か
の
ル

l
ト
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

し
て
唐
代
の
「
歩
頭
路
」
即
ち
安
南
道
が
あ
り
、
濃
池
か
ら
通
海
を
経
て
蒙
自
に
到
り
、
河
岸
の
盤
耗
ま
で
陸
路
で
出
て
、

紅
河
を
下
り
、
交
州
に
到
っ
た
の
ち
、
更
に
バ
ッ
ク
ボ
l
簡
に
達
す
る
。
ま
た
、
蒙
自
を
経
由
し
て
右
江
の
百
色
に
到
り
、
今
日
の
南
寧
附
近

あ
る
い
は
慶
州
に
で
る
い
く
つ
か
の
ル

l
ト
が
あ
っ
た
。

そ
こ
か
ら
水
運
で

蒙
古
馬
が
得
ら
れ
な
く
な
る

(
日
〉

と
、
雲
南
馬
の
入
手
の
た
め
同
ル

l
ト
を
利
用
し
て
大
量
の
大
理
馬
が
交
易
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
『
嶺
外
代
答
』
や
『
桂
海
虞
衡
士
山
』
の
記
載

か
つ
て
宋
代
に
北
方
と
の
交
易
の
遮
断
に
よ
っ
て

な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

口

雲
南
ビ
ル
マ
ル

l
ト
と
交
易
物
資
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こ
れ
ら
交
易
ル
l
ト
に
よ

っ
て
隻
方
に
も
た
ら
さ
れ
た
物
産
を
樺
観
す
る
な
ら
ば
、

時
代
的
麗
遜
は
あ
る
も
の
の
、

雲
南
(
中
園
)
に
も
た
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ら
さ
れ
た
物
産
の
多
く
は
象
牙
・
犀
角
・
真
珠
・
貝
(
子
安
貝
)
・
菊
翠

・
香
辛
料

・
香
木
な
ど
の
珍
し
い
南
海
の
物
産
を
主
な
も
の
と
し
、

方
東
南
ア
ジ
ア
諸
固
に
も
た
ら
さ
れ
た
主
要
な
物
産
は
中
園
の
絹
(
織
物
)
・
生
糸
・
薬
材

・
金
属
類
な
ど
で
あ
っ
た
。

」
れ
ら
は

一
部
の

物
産
を
除
い
て
ど
ち
ら
か
と
レ
え
ば
支
配
階
層
の
者
修
口
問
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
一
般
民
衆
の
生
活
と
直
接

関
係
す
る
の
は
、
明
代
以
降
、

ビ
ル
マ
か
ら
大
量
に
轍
入
さ
れ
た
棉
花
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
大
量
の
棉
花
職
入
は
嘗
時
の
中
園
市
場
に
お
け

る
ビ
ル
マ
棉
需
要
の
撹
大
を
背
景
と
す
る
。
そ
こ
で
、
主
に
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
、
雲
南
ビ
ル
マ
聞
の
交
易
に
お
け
る
一
商
入
居

の
活
動
、
特
に
雲
南
馬
都
の
動
向
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。

明
代
以
前
、
雲
南
か
ら
ビ
ル
マ
に
到
る
通
路
の
要
衝
と
し
て
太
卒
河
沿
い
の
江
頭
城
を
経
由
し
た
が
、
同
地
が
外
地
か
ら
の
一
商
人
層
に
よ
っ

て
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
様
子
は
明
の
朱
孟
震
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
西
南
夷
風
土
記
』
に

江
頭
域
外
に
大
明
街
有
り
。
聞
・
贋
・
江
・
萄
の
居
貨
・
滋
塞
者
、
高
を
数
う
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
伺
え
る
。
し
か
し
、
明
代
以
降
登
暮
が
こ
れ
に
と
っ
て
代
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
、

『
清
高
宗
貫
録
』
巻
七
七
七
、
乾
隆
三

-134-

二
年
正
月
庚
寅
の
傑
(
①
)
と
、
同
じ
く
巻
八

O
八
乾
隆
三
三
年
四
月
丁
卯
の
篠
(
②
)
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
即
ち
、

①
轡
暮

・
新
街
等
の
慮
に
至
り
て
は
、
買
に
夷
人
生
を
資
す
る
の
路
に
係
る
。
並
び
に
懇
に
貿
易
を
賞
給
す
。

②
轡
暮
・
新
街
一
帯
は
、
聞
く
な
ら
く
、
さ
き
に
緬
夷
の
貿
易
す
る
の
慮
所
た
り
。
江
に
沿
い
て
下
ら
ば
井
び
に
緬
夷
の
税
口
あ
り
。
則
ち

其
地
交
易
の
貨
必
ず
多
か
ら
ん
。

と
あ
る
よ
う
に
、
新
街
即
ち
現
在
の
パ
モ

l
の
地
に
交
易
の
中
心
が
移
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
地
に
ピ
ル
マ
側
の
税
闘
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
ベ

ン
ガ
ル
轡
か
ら
ビ
ル
マ
に
到
る
通
路
を
調
査
し
て
一
八
三
五
年
十
二
月
に
バ
モ
l
に
到
着
し
た
ハ
ン
ネ
イ
大
尉
は
、
パ
モ
ー
が
ビ
ル
マ
に
お
け

(
叩
〉

る
中
園
陵
商一
群
の
主
要
市
場
で
あ
る
と
し
、
隊
一
商
は
先
ず
園
境
の
タ
ン
ナ
に
到
っ
て
関
税
を
支
排
う
と
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
ク
ロ
フ
ォ

l

〈

却

)

ド
の
報
告
に
よ
る
と
、

ビ
ル
マ
の
王
都
ア
ヴ
ァ
に
は
、
三
千
絵
の
中
園
人
が
居
住
し
て
い
る
が
、

そ
の
大
部
分
は
雲
南
か
ら
来
た
一
商
一
人
と
若
干
の
職
人
で
あ
る
。



〈
略
)
中
園
人
の
み
で
組
織
し
た
像
一
商
は
通
常
十
二
月
の
初
旬
に
ピ
ル
マ
王
都
に
陸
路
で
や
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、
貨
物
は
す
べ
て
馬
、

螺
馬
、
撞
馬
な
ど
の
背
で
運
搬
さ
れ
る
。
大
韓
の
取
引
は
パ
モ
ー
で
な
さ
れ
、
ア
ヴ
ァ
ま
で
赴
く
一
商
人
は
極
め
て
稀
で
あ
る
と
し
、
そ
の

行
路
は
極
め
て
困
難
な
も
の
で
、
乾
季
だ
け
し
か
使
用
さ
れ
る
に
す
ぎ
ぬ
。

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
報
告
に
よ
っ
て
も
、
雲
南
か
ら
陸
路
で
南
下
す
る
中
園
人
の
陵
一
商
は
、
パ
モ

I
で
取
引
し
て
開
園
し
、
そ
の
後
は
ビ
ル
マ

在
住
の
中
圏
一
商
人
の
手
に
よ
っ
て
、
物
資
が
イ
ラ
ワ
デ
ィ
川
の
水
路
で
運
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は

七

六
五
年
以
前
、
大
量
の
中
圏
一
商
一
段
が
三
百
な
い
し
四
百
頭
の
牛
と
二
千
頭
の
馬
を
編
成
し
、
絹
や
そ
の
他
の
-
商
品
を
パ
モ
l
に
験
迭
し
て
い
る

〈

江

)

様
子
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
パ
モ

l
に
多
く
の
雲
南
か
ら
来
る
陵
商
一
の
動
向
が
知
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
一
八
七

O
年
の
春
に
は
、
中

(

幻

)

固
か
ら
バ
モ
l
に
達
し
た
積
荷
騒
馬
の
数
は
一
カ
月
卒
均
で
三
百
頭
に
達
し
た
と
い
う
報
告
も
あ
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
中
園
一
商
人
の
出
身
地
を
調
べ
て
み
る
と
、
例
え
ば
、

『
清
史
稿
』
緬
旬
俸
に
よ
れ
ば
、

-135ー

と
あ
り
、 江

西
・
湖
贋
及
び
雲
南
大
理
・
永
昌
人
の
商
販
出
返
す
る
者
、
甚
だ
衆
し
。

ま
た
『
清
高
宗
貫
鎮
』
巻
一

O
三
一
、
乾
隆
四
二
年
四
月
戊
午
の
傑
に
は
、

緬
地
の
物
産
、
棉
花
頗
る
多
く
、
決
に
則
ち
碧
霞
払
・
菊
翠
な
り
。
近
年
以
来
、
彼
慮
の
玉
石
等
の
物
の
雲
南
・
贋
東
二
省
に
筈
買
せ
ら

る
る
も
の
頗
る
多
し
。

と
あ
る
よ
う
に
、
雲
南
と
り
わ
け
大
理
と
永
昌
の
商
人
が
多
く
、
そ
の
他
に
は
江
西
・
湖
康
、
更
に
は
贋
東
の
一
商
人
が
一
商
販
に
赴
い
て
来
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
江
西
・
湖
庚
商
人
の
一
商
業
活
動
に
閲
し
て
い
え
ば
、
雲
南
に
お
け
る
明
代
以
降
の
漢
族
移
民
史
と
深
い
関
わ
り

(
お
)

を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
明
太
租
が
雲
南
を
卒
定
し
た
後
に
、
江
西
・
新
江
・
湖
贋
・
河
西
四
都
司
の
兵
を
守
備
と
し

て
雲
南
に
多
く
屯
田
さ
せ
た
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
。

(

但

)

人
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、

ビ
ル
マ
に
移
住
し
た
華
僑
の
う
ち
、
陸
路
に
よ
る
華
僑
の
大
牢
は
雲
南

135 

さ
て
、
首
時
、

ビ
ル
マ
か
ら
の
主
要
な
総
出
品
が
棉
花
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

『
聖
武
記
長
巻
六
乾
隆
征
緬
記
下
に
「
木
棉
・
象
牙
・
蘇
木
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菊
翠
・
碧
唖
悌
」
と
あ
り
、

『
東
華
録
』
乾
隆
三
四
年
夏
四
月
丁
卯
の
僚
に
も

「
棉
花
・
牙
・
玉
・
拍
・
角
・
盟
魚
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
知
ら

れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
記
載
に
よ
っ
て
嘗
時
ビ
ル
マ
か
ら
中
園
に
も
た
ら
さ
れ
た
交
易
の
物
産
の
大
要
も
わ
か
る
。
ビ
ル
マ
か
ら
嘗
時
の
中

園
に
ど
の
く
ら
い
の
棉
花
が
品
輸
出
さ
れ
て
い
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

一
八
二
六
年
に
ビ

ル
マ
と
の
貿
易
協
定
を
結
ぶ
た
め
に
ア
ヴ
ア

に
涯
遣
さ
れ
た
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
は
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
報
告
を
行
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、

一
八
二
六
年
に
ビ
ル
マ
の
陸
路
を
、
通
じ
て
、
相
嘗
量
の
英
園
産
羊
毛
が
雲
南
省
と
四
川
省
に
稔
出
さ
れ
、
叉
同
年
に
は
一
四

O
O蔦
ポ
ン

ド
(
債
格
に
し
て
二
二
八
0
0
0ポ
ン
ド
〉
の
棉
が
中
園
に
捻
出
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
れ
に
随
伴
し
て
硬
玉
・
琉
拍

・
ル
ビ

l

・
サ
フ
ア
イ

(

お

〉

ア
・
燕
富
そ
の
他
が
轍
出
さ
れ
、
反
射
に
中
園
か
ら
銅
・
戴
器
・
員
鍛
・
錫
・
鉛
・
金
箔
・
薬
品
・
衣
服
が
職
入
さ
れ
た
。

と
あ
る
。
同
報
告
で
は
具
睦
的
に
棉
花
の
職
出
額
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

で
は
、
中
園
に
大
量
に
職
出
さ
れ
た
棉
花
は
ど

の
地
方
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
。
荻
原
氏
に
よ
れ
ば
、
慶
州
諸
人
が
鍛
器
を
江
西
方
面
に
も
た
ら
し
、
江
西
人
が
そ
れ
を
ビ
ル
マ
交
易
に
よ
っ

(

お

)

て
棉
花
と
取
引
し
、
更
に
ビ
ル
マ
産
棉
花
を
贋
東
に
流
入
さ
せ
た
と
推
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
貼
も
今
後
更
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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馬
郡
の
稔
迭
網
と
地
域
間
交
易

付

馬
部
運
稔
と
地
域
開
交
易

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
雲
南
で
は
幾
つ
か
の
中
園
と
南
海
を
結
ぶ
交
易
路
が
聞
か
れ
て
き
た
が
、

そ
れ
ら
は
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア

ジ
ア
の
内
陸
交
通
網
・
交
易
路
の
護
達
と
深
く
関
わ
り
を
も
っ
て
き
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
内
陸
交
易
路
を
考
察
す
る
場

合
に
重
要
な
貼
の

一
つ
は
、
海
上
交
易
の
護
達
に
伴
な
う
港
市
(
港
町
〉
の
瑳
展
と
そ
の
後
背
地
の
内
陸
交
通
網
と
の
関
係
で
あ
る
。
そ
の
場

合
注
目
さ
れ
る
の
が
河
川
交
易
・
交
通
の
護
達
で
あ
ろ
う
。

雲
南
に
関
し
て
い
え
ば
、
同
地
方
を
上
流
域
と
す
る
大
小
河
川
、
例
え
ば
イ
ラ
ワ
デ
ィ
川
・
紅
河
・

金
沙
江
・
右
江
な
ど
を
利
用
し
た
河
川



交
通
と
そ
の
舟
運
の
上
流
終
着
貼
、
即
ち
水
陸
交
通
の
中
縫
地
で
あ
り
、
物
資
の
集
散
地
で
あ
る
河
港
都
市
が
い
か
に
護
達
し
て
い
る
か
で
あ

る
。
海
路
と
河
川
路
を
利
用
し
て
物
資
を
雲
南
に
稔
迭
す
る
場
合
は
、
主
に
四
つ
の
ル
l
ト
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

ωビ
ル
マ
北
部
の
河

港
都
市
バ
モ
ー
ま
で
イ
ラ
ワ
デ
ィ
川
を
遡
り
(
蒸
気
船
は

一
八
六
七
年
か
ら
利
用
可
能
)
、
そ
こ
か
ら
陸
路
で
騰
越
ま
で
到
る
。

ω河
口
な
い
し
は
轡

耗
ま
で
紅
河
(
元
江
)
を
遡
り
、
後
は
陸
路
で
蒙
自
に
到
る
。

ω贋
東
か
ら
鹿
西
の

百
色
臆
ま
で
小
舟
(
一
部
蒸
気
船
)
で
西
江
・
右
江
を
遡

り
、
あ
と
は
陸
路
で
富
寧
あ
る
い
は
贋
南
に
到
る
。

ω宜
昌
ま
で
船
運
で
揚
子
江
を
遡
り
、
そ
こ
か
ら
小
舟
で
銃
州
府
ま
で
水
運
を
利
用
し
、

(
幻
)

あ
と
は
陸
路
で
昭
通
へ
到
る
。
こ
れ
ら
四
つ
の
河
港
都
市
か
ら
更
に
内
陸
つ
ま
り
雲
南
へ
陸
路
で
物
資
を
聡
迭
し
、
そ
の
重
要
な
役
割
を
は
た

し
た
の
が
即
ち
馬
帯
と
呼
ば
れ
る
隊
一
商
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
馬
帯
の
職
、
途
ル

1
ト
上
に
護
展
を
み
た
城
市
の
形
成
と
こ
れ
ら
城
市
を

援
貼
と
す
る
交
易
圏
の
貫
態
を
い
か
に
把
握
す
る
か
が
、
地
域
間
交
易
を
考
え
る
場
合
に
よ
り
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

更
に
女
の
問
題
貼
と
し
て
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
地
域
市
場
を
接
貼
と
す
る
地
域
開
な
い
し
は
地
方
開
の
交
易

(叩包

囲
に
劃
し
て
、
い
か
に
西
欧
列
強
が
経
済
的
侵
略
を
行

っ
て
い
っ
た
か
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス

・
フ
ラ
ン
ス
は
自
ら
の
植
民
地
イ
ン
ド
・
ピ
ル
マ

(
却
)

並
び
に
イ
ン
ド

シ
ナ
か
ら
雲
南
経
由
で
揚
子
江
に
、通
じ
る
鍛
道
建
設
を
行
う
た
め
、
軍
人
や
測
量
師
を
何
度
と
な
く
雲
南
に
赴
か
せ
て
い
る
。

鍛
道
敷
設
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
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し
か
し
、

皮
肉
に
も
雲
南
(
特
に
ピ
ル
マ
沿
い
の
西
北
地
区
)
の
地
形
で
は
、

自
然
に
馬
需
に

よ
る
物
資
の
職
選
網
は
旗
大
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
別
言
す
れ
ば
、
牟
植
民
地
化
の
影
響
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
た
護
展
と
い
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
雲
南
省
内
で
は
、
清
末
か
ら
民
園
期
に
か
け
て
、
馬
都
運
職
の
三
大
幹
線
路
と
若
干
の
支
線
が
護
達
し
て
い
っ
た
。

せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
、

馬
割
怖
の
職
、途
網
は
各
城
市
聞
に
結
ば
れ
て
い
た
が
、
各
地
の
馬
郭
聞
は
職
、迭
上
の
所
謂
「
な
わ
ば
り
」
に
よ
っ
て
物
資
を
リ
レ

l
式
に
流
通
さ

フ
ィ

ヅ
ツ
ジ

ェ
ラ
ル
ド
の
衣
の
よ
う
な
報
告
か
ら
あ
る
程
度
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
フ
ィ

ツ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
次
の
よ
う
な
報
告
を
行
な
っ
て
い
る
。

キ
ヤ
ヲ
パ

γ

宜
賓
か
ら
昭
遁
ま
で
二

O
日
行
程
、
こ
こ
で
ま
ず
馬
都
は
交
代
し
、
昆
明
ま
で
十
五
日
を
要
す
る
。
昆
明
か
ら
は
大
理
の
一
商
人
の
手
に
わ
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た
り
、
下
関
ま
で
十
五
日
の
行
程
で
運
ぶ
。
下
聞
か
ら
大
理
地
方
の
回
族
一商
人
が
ラ
バ
の
キ
ャ
ラ
バ

ン
を
編
成
し
て
騰
越
ま
で
十
四
日
行
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程
を
分
鎗
す
る
。
バ
モ
ー
ま
で
の
最
後
の
七
日
行
程
は
、

(

初

)

ビ
ル
マ
の
暑
熱
に
な
れ
た
ラ
パ
を
も
っ
騰
越
の
一
商
一
人
に
よ
っ
て
織
逸
さ
れ
た
。

こ
の
報
告
の
中
で
い
う
宜
賓
と
は
か
つ
て
の
紋
州
府
、
揚
子
江
上
流
の
河
港
都
市
で
あ
る
こ
と
は
既
述
し
た
が
、

そ
こ
か
ら
昭
通

・
昆
明

・
下

開
(
大
理
)
・
騰
越
、
そ
し
て
ピ
ル
マ
の
河
港
都
市
パ
モ
ー
ま
で
各
地
の
馬
都
で
リ
レ

l
式
に
物
資
を
流
通
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
ル

l
ト
で
隻
方

(

況

)

に
移
動
す
る
商
品
は
園
2
を
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
宜
賓
か
ら
は
主
に
四
川
産
の
生
糸
、
そ
れ
も
黄
糸
が
大
牢
を
し
め
、
ビ
ル
マ
の
バ
モ
ー

か
ら
は
棉
花
と
綿
紗
が
主
な
検
出
品
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
雲
南
に
お
け
る
物
資
の
職
、
迭
は
各
地
匿
の
馬
都
に
よ
っ
て
網
目
の
よ
う
に
形
づ

(
辺
)

く
ら
れ
て
、
職
途
上
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
解
繁
三
氏
の
報
告
か
ら
も
あ
る
程
度
讃
み
と
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
以
下
に
同
氏
の
報
告
を
分
析
し
て
み
よ
う
。

清
末
か
ら
民
園
期
に
か
け
て
、
馬
郭
m
運
稔
の
路
線
は
省
城
昆
明
を
起
黙
に
南
線

・
東
線
・
西
線
の
三
大
幹
線
と
若
干
の
支
線
に
延
び
て
設
達

し
た
。
こ
こ
で
い
う
幹
線
と
は
本
稿
の
二
章
で
述
べ
た
交
易
ル

l
ト
と
ほ
ぼ
同
じ
ル

l
ト
で
あ
る
。
各
路
線
上
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
稔
迭
タ

l
、

ナ
ル
と
な
る
城
市
が
護
達
し
、
南
線
は
蒙
自
、
東
線
は
昭
通
、
西
線
は
下
闘
が
そ
れ
で
あ
る
。
東
線
馬
耕
は
昭
通
を
中
心
に
八
千
徐
頭
の
駄
馬
を
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有
し
、
数
名
の
大
鍋
頭
(
例
え
ば
王
登
雲
・
龍
光
栄

・
許
金
潤
な
ど
)
の
統
率
下
に
昆
明
|
宜
賓
聞
の
九
百
四
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
(
駄
馬
行
程
二
十

四
日
〉
を
そ
の
主
な
織
迭
閣
と
し
た
。

南
線
馬
郡
m
は、

蒙
自
を
は
じ
め
開
化

・
康
南

・
臨
安
な
ど
各
地
の
馬
都
で
構
成
さ
れ
た
が
、

一
九
一

O

年
に
演
越
織
道
が
昆
明
ま
で
開
通
す
る
と
そ
の
稔
迭
網
は
局
地
的
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
従
っ
て
規
模
は
小
さ
く
二
千
絵
頭
の
駄
馬
を

数
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
西
線
馬
郡
は
、
主
に
昆
明
よ
り
以
西
の
庚
い
総
選
圏
を
捲
い
、
各
路
程
ご
と
に
馬
郡
怖
が
編
成
さ
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に

昆
明
l
パ
モ

l
聞
の
匝
離
は
お
よ
そ
一
一
七
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
駄
馬
行
程
は
三
三
日
で
、
駄
馬
の
紹
計
は
お
よ
そ
九
千
徐
頭
で
あ
っ
た
。
ま

ず
、
昆
明
|
下
関
聞
の
総
迭
は
、
先
に
引
用
し
た
フ
ィ
ツ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
報
告
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
大
理
の
一
商
人
の
手
に
よ
っ
た
が
、
な

か
で
も
鳳
儀
、
下
関
附
近
の
郷
村
出
身
に
よ
る
馬
帯
が
多
か
っ
た
。
従
っ
て
、
大
鍋
頭
は
鳳
儀
出
身
の
包
文
彩
や
糞
錫
砕
な
ど
数
名
が
お
り
、

勢
力
が
強
か
っ
た
。
一
方
、
下
関
|
保
山
、
騰
衝
(
騰
越
)
聞
の
轍
迭
は
主
に
下
闘
の
上
下
村
・
大
小
関
邑
、
蒙
化
の
上
節
目
回
登
・
大
小
国
境

(
お
)

な
ど
郷
村
の
回
族
馬
都
が
行
な
っ
た
。
騰
衝
|
パ
モ

l
聞
は
嘗
地
の
馬
需
に
よ
っ
て
聡
迭
さ
れ
た
が
、
そ
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
他
、



支
線
と
し
て
は
、

建
昌
ま
で
を
永
北
馬
帯
、
下
聞
か
ら
鶴
慶
・
麗
江
ま
で
を
牽
坪
馬
都
が
そ
れ
ぞ
れ
縁
遠
圏
と
し

チ
ベ
ッ
ト
族
の
馬
帯
は
ラ
サ
か
ら
雲
南
西
北
の
中
旬
・
麗
江
・
下
闘
を
そ
の
総
選
圏
と
し
て
、
鷹
番
・
山
貨
・
薬
材
な
ど
一
商
品
を

(

川

品

)

捕
え
て
普
湾
茶
(
碍
茶
〉
を
買
い
付
け
に
往
来
し
て
い
た
。

下
関
か
ら
四
川
の
舎
理
、

た。

一方、

以
上
に
よ
っ
て

各
地
の
馬
需
が
そ
れ
ぞ
れ
の
稔
選
圏
を
援
黙
に
一
商
品
の
流
通
を
措
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
稔
逸
さ
れ
た
一
一
商

品
に
つ
い
て
は
、
圃
2
に
そ
の
概
要
・
を
ま
と
め
で
あ
る
の
で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
こ
こ
で
筆
者
が
注
目
し
た
い
貼
は
、
稔
、
4

恋
さ
れ
る
一
商
品
に

よ
っ
て
い
く
つ
か
の
交
易
圏
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、

ピ
ル
マ
ル
l
ト
で
の
棉
花
・
綿
糸
、

四
川
ル
l
ト
の
生
糸
、
思
茅
ル
l

ト
の
茶
、

チ
ベ
ッ
ト
ル

l
ト
の
廉
香
・
爽
材
等
が
主
な
一
商
品
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
開
交
易
を
な
り
た
た
せ
て
い
た
。
更
に
着
眼
し
た
い
黙

と
し
て
は
、
こ
れ
ら
複
数
の
交
易
圏
が
重
な
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
中
心
地
貼
で
あ
る
、
即
ち
西
部
地
匿
の
下
閥
、
東
部
地
匝
の
昆
明

を
護
展
さ
せ
る
最
大
の
要
因
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
雲
南
で
は
交
易
ル

l
ト
ご
と
に
形
成
さ
れ
た
地
域
的
交
易
圏
が
連

鎖
し
て
よ
り
贋
域
な
交
易
圏
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
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同

回
族
馬
都
の
動
向

雲
南
省
内
で
の
馬
都
運
職
が
地
域
間
交
易
を
基
盤
と
す
る
の
に
封
し
、
一
方
圏
外
へ
の
遠
距
離
交
易
に
従
事
す
る
馬
帯
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

遠
距
離
交
易
の
携
い
手
は
雲
南
系
漢
族
か
回
族
が
多
か
っ
た
が
、
特
に
、
回
族
馬
都
の
動
向
は
目
を
ひ
く
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
時
期
(
清
末
か
ら
民
園
期
〉
、
回
族
の
一
商
人
あ
る
い
は
一
部
の
農
民
は
自
ら
資
本
を
だ
し
て
馬
郭
を
組
み
、
圏
外
特
に
タ
イ
・
ピ
ル
マ
方
面

(

お

)

へ
の
封
外
貿
易
に
従
事
し
た
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
な
か
で
も
、
雲
南
中
部
の
河
西
・
玉
渓
・
峨
山
一
帯
の
回
族
馬
都
が
多
か
っ
た
。
同
地

(
お
)

方
は
、
見
明
か
ら
思
茅
に
向
う
ル
l
ト
上
に
位
置
す
る
。
そ
こ
で
、
寅
際
に
馬
都
に
従
事
し
て
い
た
人
の
手
記
か
ら
、
そ
の
動
向
の
一
端
を
み

て
お
き
』
た
い
。
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嘗
地
(
河
西
、
玉
渓
な
ど
回
族
地
区
)
の
馬
都
の
多
く
は
ま
ず
昆
明
に
赴
き
四
川
方
面
か
ら
験
入
さ
れ
る
責
糸
・
土
布
を
は
じ
め
毛
布
・
蹄
鍛
・
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策
暗

・
橋
子

・
帥冊子

・
笠
帽
な
ど
を
買
い
付
け
る
。
資
本
金
が
足
り
な
い
時
は
事
前
に
昆
明
の
一
商
帯
(
例
え
ば
輿
順
和
・
輿
義
和
)
か
ら
資
本
金

を
借
り

更
に
銅
錨

・
銅
羅
鍋
な
ど
を
買
い
入
れ
る
。

毎
年
九
月
な
い
し
は
十
月
に
ビ
ル
マ

・
タ
イ
へ
通
商
に
出
か
け
る
。

途
中
、

思
茅
で

そ
の
貨
物
の
一
部
を
貰
り
さ
ば
く
。
思
茅
で
も
嘗
地
の
商
一
帯
か
ら
借
金
し
、
タ
イ

・
ビ
ル
マ
の
逼
商
か
ら
戻
っ
た
時
貨
物
の
一
部
で
返
債
す
る

か
、
貨
物
を
市
債
よ
り
安
く
買
る
。
馬
割
問
は
思
茅
を
出
で
、
十
二
版
納
地
方
の
車
里
、
勧
海
を
経
由
し
て
ビ
ル
マ
の
ケ
ン
ト
ゥ
ン
に
到
り
、
首

地
の
市
場
に
貨
物
を
買
り
、
更
に
南
下
し
て
タ
イ
の
チ
ェ
ン
マ
イ
に
着
い
て
残
り
の
貨
物
を
買
り
さ
ば
く
。

チ
ェ
ン
マ
イ
の
市
場
で
は
黄
糸
が

よ
く
貰
れ
る
と
い
う
。

チ
ェ
ン
マ
イ
で
は
山
貨
の
一
部
を
買
い
付
け
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
資
金
が
足
り
な
い
時
は
、

チ
ェ
ン
マ
イ
在
住
の
潮

州
系
中
園
一
商
人
に
資
金
を
借
り
て
、
更
に
ビ
ル
マ
の
港
市
モ

l
ル
メ
ン
や
ア
ヴ

ァ
に
赴
き
、

イ
ギ
リ
ス

・
ド
イ

ツ
製
の
薬
品
や
鋸

・
縫
衣
針
を

買
い
入
れ
チ
ェ
ン
マ
イ
に
戻
る
。

タ
イ

・
ビ
ル
マ
で
買
い
入
れ
た
物
産
、
例
え
ば
鹿
茸

・
象
牙

・
虎
や
豹
の
皮

・
犀
角

・
紙
タ
バ
コ

・
反
物
を

駄
獣
の
背
に
来
た
時
と
同
じ
ル

l
ト
を
北
上
す
る
。
思
茅
に
着
い
た
ら
物
産
の
一
部
を
貰
り
、

そ
の
か
わ
り
首
地
の
茶
と
棉
花
を
買
い
入
れ
て

さ
て
、

こ
の
よ
う
な
タ
イ

・
ビ
ル
マ
へ
の
交
易
を
回
族
が
は
じ
め
た
の
は
清
末
光
緒
初
年
、

即
ち
一
八
七
五
年
頃
の
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い
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昆
明
の
市
場
に
向
う
の
で
あ
る
。

る
。
で
は

な
ぜ
光
緒
初
年
を
は
じ
め
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
気
が
つ
く
こ
と
は
、

そ
の
年
の
前
年
(
一
八
七
四
年
)
は
杜
文
秀
の
起

義
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
た
大
理
政
権
(
一
八
六
八
l
一
八
七
四
)
が
清
朝
に
よ
っ
て
崩
さ
れ
、

(

幻

)

土
地
、
財
産
を
渡
牧
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
嘗
時
の
回
族
が
お
か
れ
た
き
び
し
い
祉
舎
的
情
況
や
経
済
的
貧
し
さ
が
、
生
活
の
活
路

鎮
定
さ
れ
た
後
、
多
く
の
回
族
は
清
朝
か
ら
弾
匪

を
受
け
、

と
し
て
、
未
開
拓
な
ル

i
ト
で
の
遠
匝
離
交
易
を
行
な
わ
せ
た
要
因
の

一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
ル

l
ト
は
気
候
が
蒸

し
暑
く
、
疫
病
が
た
び
た
び
流
行
し
、
密
林
の
中
は
さ
そ
り
ゃ
野
獣
も
多
く
て
た
え
ず
身
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
た
め
、
漢
族
馬
帯
も
敢
え
て

」
の
ル

l
ト
で
は
逼
一
商
を
行
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

タ
イ
北
部
の
山
地
経
済
に
大
幾
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
ホ

l
(
Z
Eる
族
は
、
雲
南
系
中

(
お
)

園
人
と
認
め
ら
れ
、
そ
の
一
部
に
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
含
ま
れ
て
レ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
動
静
は
清
末

更
に
筆
者
が
注
目
し
た
い
貼
は
、

例
え
ば
、



か
ら
雲
南
よ
り
南
下
し
て
逼
一
商
を
行
な
っ
て
い
た
回
族
馬
都
と
深
い
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
賠
も
、

雲
南
か
ら
大
陸
東
南
ア
ジ
ア
北
部
の
交
易
圏
と
交
易
の
措
い
手
集
圏
を
考
察
す
る
場
合
に
見
落
す
こ
と
の
で
き
な
い
黙
で
あ
ろ
う
。

同

封
外
貿
易
と
商
都
の
形
成

一
八
八

0
年
代
以
降
、
雲
南
に
お
け
る
馬
需
の
物
資
犠
迭
量
は
増
加
し
、
そ
の
職
選
網
も
擦
大
し
た
。
そ
の
最
大
の
要
因
は
、
イ
ギ
リ
ス
・

フ
ラ
ン
ス
の
雲
南
に
劃
す
る
一帝
国
主
義
的
経
済
侵
略
に
よ

っ
て
、
海
闘
が
開
場
さ
れ
た
こ
と
に
因
る
。
こ
れ
ら
海
闘
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き

た
主
な
交
易
ル

I
ト、

つ
ま
り
紅
河
ル
l
ト

・
パ
モ

1
ル
1
ト
・
ケ
ン
ト
ゥ
ン
ル

I
ト
の
三
ル

1
ト
上
に
護
展
を
み
た
城
市、

蒙
自

・
騰
越

・

思
茅
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

一
八
八
五
年
に
清
朝
政
府
と
調
印
し
た
天
津
篠
約
に
お
い
て
、
東
京

・
雲
南

・
贋
西

・
贋
東
聞
の
逼
粛
に
閲
す
る
事
項
を
取

り
つ
け
た
の
を
始
め
、
一
八
八
七
年
の
「
中
法
綾
議
界
務
一
商
務
専
約
」
に
お
い
て
、
雲
南
に
お
け
る
開
市
場
と
し
て
蒙
自
を
指
定
さ
せ
、

フ
ラ
ン
ス
は

J¥ 
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八
九
年
(
光
緒
十
五
年
〉
に
蒙
自
闘
を
開
場
さ
せ
た
。
更
に
、

一
八
九
五
年
の

「中
法
績
議
界
務
一商
務
専
約
附
章
」
(
六
月
二
十
日
)
に
よ
っ
て
、

一
八
九
八
年
に
は
、
東
京

・
雲
南
聞
の
銭
道
敷
設
擢
及
び
そ
れ
に
附
属
す
る
土
地

思
茅
闘
を
一
八
九
六
年
に
開
港
さ
せ
、
開
市
場
と
さ
せ
た
。

の
提
供
を
受
け
る
権
利
を
獲
得
し
た
。
そ
の
後

一
九

O
二
年
に
至
っ
て
、
省
内
の
雲
南
府
・
激
江
府
・
臨
安
府
・
開
化
府

・
楚
雄
府
・
元
江
直

隷
州

・
永
北
直
隷
聴
に
お
け
る
鍍
山
採
掘
権
を
獲
得
し
、
併
英
合
蹄
の
陸
輿
公
司
を
認
め
さ
せ
る
契
約
を
締
結
し
た
。
老
聞
か
ら
省
城
昆
明
に

達
す
る
所
謂
濃
越
鍛
道
は

一
九

一
O
年
四
月
に
完
成
し
、
こ
れ
よ
り
フ
ラ

ン
ス
の
勢
力
は
ま
す
ま
す
雲
南
に
浸
潤
し
て
ゆ
く
。

一
方、

イ
ギ
リ

ス
は

一
八
八
六
年
に
ビ
ル
マ
を
併
合
し
て
以
来
、
中
園
と
の
-
境
界
を
定
め
る
べ
く
、

約
」
を
結
ん
だ
が
、
そ
の
後
も
領
域
を
め
ぐ
る
紛
争
は
絶
え
な
か
っ
た
。

一
八
九
四
年
に
清
朝
と

「中
英
績
議
濃
緬
界
務
一
商
務
傑

一
八
九
七
年
に
結
ぼ
れ
た

「一
商
務
績
議
燦
約
」
に
お
い
て
、
騰
越
並

び
に
思
茅
に
領
事
を
置
く
こ
と
、
雲
南
に
銭
道
を
敷
設
す
る
時
は
緬
旬
銭
道
と
連
結
す
べ
き
こ
と
な
ど
を
清
朝
に
認
め
さ
せ
た
。
嘗
時
イ
ギ
リ
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ス
は
、

イ
ン
ド
、

ビ
ル
マ
を
領
有
し
て
以
来
、
雲
南
を
経
由
し
て
揚
子
江
に
結
ぶ
畿
道
の
敷
設
を
虎
親
耽
院
と
ね
ら
っ
て
い
た
が
貫
現
す
る
に
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(
鈎
〉

至
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て

(

必

)

一
九

O
O年
、
騰
越
闘
が
開
場
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
海
闘
が
開
場
さ
れ
る
と
、
大
量
の
外
園
製
品
、

主
に
綿
製
品
が
雲
南
の
市
場
へ
と
流
れ
込
み
、
逆
に
雲
南
の
磯
山
資
源
、

な
か
で
も

箇
蓄
の
錫
が
大
量
に
圏
外
へ
と
流
出
し
て
い
っ
た
。
報
告
に
よ
る
と
、
一
九
一
二
年
の
三
つ
の
海
闘
の
貿
易
綿
額
は
お
よ
そ
一
一
二
三

O
高
雨
、

そ
の
う
ち
蒙
自
闘
の
稔
入
額
は
七
七

O
寓
雨
、
総
出
額
は
一
一
八

O
高
雨
、
思
茅
闘
の
稔
入
額
は
二
一
寓
雨
、
総
出
額
は
四
高
三
千
雨
、
騰
越

(

4

)

 

闘
の
聡
入
額
は
一
八

O
菌
雨
、
職
出
額
は
六
人
高
雨
で
あ
る
。

」
の
統
計
資
料
に
従
え
ば

嘗
時
の
雲
南
の
劉
外
貿
易
の
大
部
分
(
約
九
割
)

は
蒙
自
闘
を
通
過
し
た
も
の
で
あ
り
、

は
、
主
に
箇
奮
鏑
山
の
錫
と
東
川
の
銅
が
濃
越
鍛
道
を
総
選
機
関
と
し
て
圏
外
へ
流
出
し
、

そ
の
他
、

騰
越
闘
は
そ
の
約
一
割
、

思
茅
聞
は
わ
ず
か
に
一
%
程
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ

園
際
市
場
の
中
縫
地
で
あ
る
香
港
あ
る
い
は
上
海

の
市
場
に
直
結
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
は

フ
ラ
ン
ス
政
府
の
貿
易
並
び
に
課
税
政
策
な
ど
に
よ
り
自
由
に
左
右
さ
れ
た
結
果

で
も
あ
る
。

一
方
、
職
出
品
の
主
な
も
の
は
、
錫
・
皮
革
・
毛
皮
・
茶
・
薬
材
な
ど
で
、

そ
の
中
で
箇
奮
の
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蒙
自
貿
易
の
轍
入
品
は
、
主
に
綿
糸
・
綿
布
並
び
に
綿
製
品
・
石
油
・
巻
煙
草
・
燐
寸

・
日
用
雑
貨
な
ど
で
あ
る
が
、

糸
は
全
職
入
額
の
六
、
七
割
を
占
め
て
い
た
。

そ
の
中
で
イ
ン
ド
綿

錫
が
全
職
山
山
総
額
の
約
八
、
九
割
を
占
め
て
い
た
。

総
出
超
過
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
錫
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
蛍
時
の
ヨ
l
ロ
ッ

パ
で
の
戦
争
の
勃
設
に
よ
っ
て
錫
の
需
要
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
。

思
茅
貿
易
は
既
越
し
た
よ
う
に
、
貿
易
額
は
多
く
な
く
、

わ
ず
か
に
年
五
、
六
千
措
か
ら
数
高
携
の
棉
花
並
び
に
二
千
五
百
(
な
い
し
八
百
)

疋
の
ビ
ル
マ
布
を
聡
入
し
、

そ
の
他
県
皮
か
虎

・
豹
な
ど
の
皮
を
少
額
職
入
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
職
出
も
盟

・
普
湾
茶
・

寅
蝋

・
毘

・
笠

・
紫

梗
な
ど
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
次
に
、

騰
越
貿
易
の
聡
入
口問は
、
イ
ギ
リ
ス
製
の
綿
布

・
イ

ン
ド
綿
糸
が
主
で
あ
り
、
な
か
で
も
綿
糸
は
毎
年

高
二
千
か
ら
九
千
措
を
験
入
し
、
貿
易
額
の
大
部
分
を
占
め
る
。

一
方
、
職
出
品
は
黄
糸
、
大
理
・
宣
威

・
騰
越
産
の
毛
艶
・
羊
毛
な
ど
で

(

必

)

そ
の
聡
出
先
は
ほ
と
ん
ど
イ
ン
ド
・
ビ
ル
マ
地
方
で
あ
る
。

あ
る
が
、
責
糸
の
大
字
は
四
川
省
の
産
出
口
問
で
、

以
上
、
三
つ
の
海
闘
の
貿
易
品
を
概
観
し
て
み
た
が
、
そ
の
構
造
は
貿
易
総
額
の
大
牢
を
占
め
る
箇
奮
鍍
の
錫
の
流
出
と
イ
ン
ド
綿
糸
を
は



じ
め
綿
製
品
の
流
入
で
あ
る
。
綿
糸
と
綿
布
の
中
園
市
場
に
お
け
る
流
入
並
び
に
流
通
過
程
の
分
析
は
こ
れ
ま
で
中
園
近
代
経
済
史
の
重
要
な

テ

l
マ
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
今
さ
ら
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
雲
南
の
封
外
貿
易
並
び
に
市
場
構
造
を
考
察
す
る
場
合
も
無
覗
で
き
な
い
問

題
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
製
一
商
品
(
綿
製
品
)
が
雲
南
の
市
場
に
流
入
す
る
の
は
光
緒
初
年
(
一
八
七
五
年
)
を
は
じ
め
と
す
る
こ
と
は
各
地
方
志
に
よ
っ
て

知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
例
え
ば
『
大
理
豚
志
稿
』
巻
之
六
、
社
舎
部
に
は
、

威
(
豊
〉
・
同
(
治
)
よ
り
以
前
、
初
め
所
謂
洋
貨
な
る
も
の
無
し
。
光
緒
の
初
、
洋
貨
始
め
て
漸
く
鞍
入
す
。

し
ず

ぼ
さ
れ
、
緬
、
英
に
治
む
。
是
に
於
て
洋
貨
充
斥
す
。
近
き
は
則
ち
一
商
の
筈
る
所
洋
貨
を
筈
り
、
人
の
市
う
所
洋
貨
を
市
う
。
数
千
年
来

た
ま
た
ま
越
、

法
に
滅

の
媛
遜
、
・
未
だ
今
日
よ
り
甚
だ
し
き
は
有
ら
ざ
る
な
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
洋
貨
即
ち
イ
ギ
リ
ス
産
の
商
品
が
大
理
市
場
に
流
入
し
た
様
子
が
伺
え
る
。

ま
た
、
民
園
『
績
修
昆
明
勝
志
』
巻
五
、
物
産
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志
、
三
を
み
る
と

威
同
以
前
、
城
郷
居
民
は
よ
く
土
布
を
織
っ
た
が
、
・
〔
略
〕
・
:
洋
紗
が
聡
入
さ
れ
る
や
、
織
工
は
土
紗
を
用
い
ず
。
こ
の
た
め
、
紡
者
は

失
業
す
。

と
あ
り
、
省
城
昆
明
で
も
威
豊
・
同
治
年
代
ま
で
は
土
紗
の
紡
績
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
光
緒
年
代
に
は
い
る
と
土
紗
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
て

い
っ
た
情
況
が
わ
か
る
。
も
と
も
と
雲
南
は
四
川
地
方
と
と
も
に
原
料
の
棉
花
を
多
く
産
出
し
な
い
こ
と
か
ら
、
織
布
の
原
料
と
な
る
棉
花
の

戦
入
に
閲
し
て
は
、
雲
南
北
部
で
は
四
川
の
絞
州
を
通
じ
て
揚
子
江
流
域
よ
り
、
中
部
で
は
主
に
ビ
ル
マ
よ
り
、
南
西
部
で
は
ビ
ル
マ
の
シ
ャ

(
川
知
)

ン
州
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
験
入
さ
れ
て
土
布
に
織
ら
れ
て
い
た
が
、
多
く
は
湖
北
特
に
沙
市
な
ど
よ
り
土
布
が
職
入
さ
れ
て
い
た
。
外
園
綿
布
は
ほ

と
ん
ど
都
市
部
の
富
裕
層
に
使
用
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
農
村
に
あ
っ
て
は
依
然
と
し
て
土
布
の
勢
力
が
強
く
、
ま
ず
紅
河
よ
り
蒙
自
経
由
で

イ
ン
ド
糸
が
大
量
に
も
た
ら
さ
れ
る
と
、
南
部
地
匝
で
土
布
生
産
が
勃
興
し
、
そ
れ
に
伴
な
い
土
着
の
織
布
業
が
勃
興
し
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
外
園
か
ら
の
大
量
な
商
品
の
流
入
は
そ
れ
ま
で
比
較
的
経
済
の
瑳
達
し
て
い
た
漢
族
な
ら
び
に
白
族
地
匝
(
主
に
都
市
部
)
を

143 
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よ
り
設
展
さ
せ
、
経
済
的
に
未
護
達
な
農
村
(
漢
族
地
匡
を
含
む
)
と
り
わ
け
山
地
系
少
数
民
族
地
匿
を
よ
り
貧
困
な
状
態
に
お
い
こ
ん
だ
。
そ

れ
は
、
南
極
と
も
い
え
る
二
つ
の
大
き
な
作
用
を
伴
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
前
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、

の
影
響
に
よ
っ
て
ぞ
く
ぞ
く
と
一
商
務
が
形
成
さ
れ

一
八
八

0
年
代
以
降
よ
り
、
封
外
貿
易

進
西
(
大
理
を
中
心
と
し
た
西
部
地
匡
)
・
昭
通
・
建
水

・
臨
安
な
ど
の
地
匝
に
主
要
な
一
商
務

が
生
ま
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
騰
越
闘
が
開
場
さ
れ
る
と
(
一
九
O
O年〉
、

高
ま
り
を
み
せ
、
進
西
部
市
の
急
激
な
一商
業
的
設
展
を
生
み
だ
す
に
至
る
。
こ
れ
ら一商
務
は
民
園
初
年
に
は
自
ら
経
営
す
る
製
糸
工
場
を
四
川
の

ビ
ル
マ
市
場
に
よ
る
四
川
産
の
生
糸
に
射
し
て
需
要
が
日
盆
に

建
昌

・
嘉
定
地
匝
に
建
て
、

ヒ
ル
マ
市
場
に
自
ら
生
産
し
た
一
商
品
を
貰
る
ま
で
に
成
長
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
嘗
時
の
針
外
貿
易
の
擦

大
に
よ
っ
て
、
商
一
帯
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
が
、

一
方
こ

の
逼

一一商
路
の
一
商
品
轍
迭
を
携
う
馬
帯
も
護
展
を
と
げ
て
や
田
時
ビ
ル
マ
ル

I
ト
の
西
線
馬

部
が
所
有
す
る
駄
馬
は
数
高
頭
に
も
達
し
た
と
い
う
。

一
一
商
務
で
あ
る
趨
西
需
は
、
民
園
初
め
に
は
更
に
騰
衝

・
鶴
慶

・
喜
州
の
三
都
に
設
展
す
る
。
こ
れ
ら
需
に
属
す
一
商
披
で
は
、

に
は
漢
族
静
金
和
が
開
業
し
た

「興
盛
和
」
、
白
族
李
鴻
徳
が
は
じ
め
た
「
日
心
徳
」
、
騰
街
都
に
は

「洪
盛
鮮
」
、

例
え
ば
鶴
慶
割
問

-144ー

「
茂
恒
」
、
喜
州
都
に
は
白

族
厳
賓
成
が
開
業
し
た
「
永
昌
鮮
」
や
董
澄
農
の
「
錫
慶
鮮
」
な
ど
が
大
き
な
勢
力
を
も
っ
て
い
た
。
な
か
で
も
、
喜
州
都
の
「
永
昌
群
」
は

昆
明

・
下
闘
に
と
ど
ま
ら
ず
上
海
や
武
漢
な
ど
に
園
内
分
続
を
も
ち
、
更
に
は
香
港

・
ラ
ン
グ

l
ン
・
マ

ン
ダ
レ
ー
な
ど
海
外
に
も
分
競
を
も

(
H
H
)
 

主
に
茶

・
黄
糸
・
綿
紗
・
綿
布
・
金
融
な
ど
を
幅
贋
く
扱
う
貿
易
商
と
し
て
護
展
を
み
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
商
都
と
馬
帯
の
閥
係
は
よ
く

っ
て
、

わ
か
ら
な
い
が
、
相
互
に
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
例
え
ば
大
鍋
頭
の
包
文
彩
は
大
一
商
務
の
一
幅
春
恒
の
支
援
を
受
け
て
雲
南

に
お
け
る
馬
帯
運
稔
業
に
大
き
な
勢
力
を
も
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

さ
て

一
九
一
一
年
か
ら
一
九
三
二
年
の
聞
は
、
馬
郡
市
の
全
盛
期
で
あ
り

一
部
鍛
道
機
関
は
あ
っ
た
も
の
の

一
般
道
路
が
開
通
し
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
依
然
物
資
の
験
迭
は
馬
都
に
た
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
嘗
時
、
昆
明
よ
り
下
闘

・
保
山

・
騰
衝
そ
し
て
パ
モ

ー
ま
で
の
通
一
商
路
に
は
常
に
四
、

五
千
頭
の
駄
馬
、
か
往
来
し
て
い
た
。
濃
緬
公
路
が
完
成
す
る
民
園
二
十
七
年
(
一
九
三
八
年
)
ま
で
は
全
省

城
市
問
、
農
村
聞
に
物
資
を
流
通
さ
せ
る
た
め
、
こ
れ
ら
馬
封
筒
が
市
場
経
済
に
は
た
し
た
役
割
は
決
し
て

馬
郡
m
の
総
計
は
一
寓
頭
は
下
ら
ず
、



小
さ
く
な
か
っ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
本
論
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
路
完
成
後
は
急
激
に
衰
退
し
て
ゆ
く
が
、
今
な
お
局

地
的
に
は
こ
の
馬
帯
に
よ
る
物
資
の
轍
、
途
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

む

す

び

小
論
を
む
す
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
以
下
に
い
く
つ
か
の
貼
を
ま
と
め
と
し
、
更
に
問
題
黙
と
今
後
の
課
題
を
少
し
述
べ
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
第
一
に
、
雲
南
に
お
け
る
交
易
閣
は
、

い
く
つ
か
の
地
域
開
交
易
の
連
鎖
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
と
い
う
貼
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

そ
の
特
殊
な
地
形
ゆ
え
に
、
場
子
と
よ
ば
れ
る
山
開
盆
地
群
が
省
内
に
多
く
貼
在
す
る
が
、
地
域
開
交
易
は
こ
の
よ
う
な
塀
子
と
楊
子
を
結
ぶ

線
上
に
展
開
さ
れ
、

ま
た
い
く
つ
か
の
交
易
ル

l
ト
に
よ
っ
て
交
易
圏
が
形
成
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ビ
ル
マ
ル

l
ト
・
紅
河
ル

l

ト
・
四
川
ル

l
ト
は
早
く
よ
り
聞
か
れ
た
が
、

そ
の
後
チ
ベ
ッ
ト
ル

1
ト
や
ケ
ン
ト
ゥ
ン
ル

l
ト
・
博
馬
遁
な
ど
が
開
拓
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
ル

ー
ト
上
に
護
展
を
み
た
城
市
を
援
賠
と
し
な
が
ら
、

い
く
つ
か
の
交
易
圏
を
形
成
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
清
末
か
ら
民
闘
期

-145ー

に
か
け
て
護
展
す
る
下
関
と
い
う
都
市
は
、

ピ
ル
マ
ル

l
ト
・
チ
ベ
ッ
ト
ル

l
ト
・
思
茅
|
ケ
ン
ト
ゥ
ン
ル

l
ト
・
四
川
ル

l
ト
の
交
通
の
要

衝
に
あ
り
、

い
く
つ
か
の
交
易
閣
の
ち
ょ
う
ど
中
開
地
黙
に
あ
っ
た
こ
と
が
一
商
業
都
市
と
し
て
の
護
展
を
み
た
最
大
の
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
更
に
こ
れ
ら
地
域
的
交
易
圏
は
、
雲
南
に
海
闘
が
開
場
さ
れ
る
と
、
園
際
市
場
に
直
結
し
て
い
く
よ
う
に
再
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
こ
の
よ
う
な
地
域
開
交
易
に
劉
し
物
資
の
流
通
移
動
の
捨
い
手
と
い
う
観
貼
か
ら
み
た
時
、
馬
都
と
呼
ば
れ
る
職
迭
業
集
圏
の
動
向

が
重
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
本
論
で
も
述
べ
た
よ
う
に
省
内
で
の
馬
都
運
織
は
各
地
匿
を
接
黙
と
す
る
所
謂
「
な
わ
ば
り
」
が
存
在
し
た

の
で
あ
り
、
例
え
ば
昆
明
1

下
闘
で
の
鳳
儀
馬
帯
や
、

下
関
|
騰
越
聞
の
大
理
並
び
に
蒙
化
回
族
馬
割
問
、
ラ
サ
|
麗
江
聞
の
チ
ベ
ッ
ト
族
馬
朝
刊

は
そ
の
例
で
あ
る
。

一方、

一
部
の
回
族
は
、

ビ
ル
マ
・
タ
イ
、
沿
海
ま
で
定
期
的
に
遠
距
離
交
易
を
行
な
っ
て
い
た
が
、

そ
の
動
向
は
社
文
秀

145 

起
義
鎮
定
後
の
経
済
的
困
窮
に
因
る
こ
と
と
深
い
関
係
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
。
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(

必

)

さ
て
、
董

・
郭
雨
氏
に
よ
れ
ば
、
雲
南
の
市
場
構
造
は

一
八
八
九
年
の
蒙
自
闘
の
開
場
を
契
機
に
徐
々
に
媛
化
し
た
と
述
べ
、
封
外
貿
易

に
よ
る
商
品
流
入
の
た
め
、
馬
都
市
の
総
迭
網
が
成
立
し
た
と
す
る
。
更
に
、
演
越
鍛
道
の
開
通
後
、
商
品
の
流
通
構
造
に
も
務
化
が
み
ら
れ
、

地
方
市
場
は
よ
り
庚
域
の
市
場
に
統
合
さ
れ
、
そ
の
中
縫
市
場
と
し
て
下
闘
・
昭
逼
・

蒙
自
を
奉
げ
、
こ
れ
ら
の
中
縫
市
場
は
更
に
昆
明
の
市

場
に
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
雨
氏
の
見
解
に
は
注
目
す
べ
き
駐
を
含
む
が
、
こ
れ
ら
の
貼
は
本
論
で
充
分
に
検
討
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
今
後
改
め
て
詳
細
に
分
析
し
て
み
た
い
。

本
論
で
鰯
れ
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
は
多
く
、
今
後
の
課
題
も
少
な
く
な
い
。
ま
ず
第
一
に
、
馬
需
の
組
織
運
営
に
つ
い
て
依
然
不
明
な
貼
が

多
く
、
更
に
は
馬
郡
ど
う
し
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
園
家
権
力

・
地
方
勢
力
・

そ
し
て
一
商
人
層
と

の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
。
一
商
入
居
の
場
合
で
い
え
ば
、
本
省
一
商
人
と
他
省
一商
人
特
に
客
一商
と
の
つ
な
が
り
は
ど
う
で
あ
っ
た

の
か
。
近
代
雲
南
に
お
け
る
貿
易
、
特
に
綿
糸

・
綿
布
並
び
に
雑
貨
な
ど
の
総
出
入
を
営
ん
で
い
た
の
は
、
大
牢
が
贋
東
一商
人
で
あ

っ
た
と
い

わ
れ
る
。
贋
威
市
場
を
竣
黙
と
し
た
決
済
網
を
有
し
た
彼
ら
が
馬
都
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
他
に

G
U
 

A
せ

も
、
職
途
上
の
問
題
と
し
て
、
清
代
ま
で
緩
く
騨
姑
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
縫
承
し
て
い
る
の
か
。
市
場
の
問
題
で
い
え
ば
、
馬
郡
間
運
職
網

と
市
場
圏
は
ど
の
よ
う
に
連
鎖
し
て
い
た
の
か
。
民
族
集
固
と
の
関
わ
り
で
い
え
ば
、
漢
族
を
は
じ
め
回
族
・
チ

ベ
ッ
ト
族
な
ど
民
族
の
異
な

る
馬
需
の
存
在
で
あ
る
。
特
に
、
雲
南
で
の
職
選
業
を
携
う
民
族
集
園
の
一
つ
と
し
て
回
族
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。
最
後
に
、
雲
南
は
交
易

上
中
継
地
的
位
置
を
占
め
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

で
は
雲
南
枇
舎
内
部
で
の
主
瞳
的
設
展
の
契
機
と
は
何
か
。
例
え
ば
、
清
末
か
ら
民
園

に
か
け
て
大
理
地
方
に
一
商
業
的
援
展
を
と
げ
た
商
務
の
形
成
を
ど
の
よ
う
に
分
析
す
る
の
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
未
開
拓
な
研
究
テ

l
マ
の
た

め
、
今
後
の
課
題
は
多
い
と
レ
わ
ざ
る
を
え
ず
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
明
と
考
察
に
つ
い
て
は
改
め
て
後
日
に
期
し
た
い
。
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西
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摘
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。
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THE TRADING AREA AND THE TRANSPORTATION NETWORK

　　　　　

IN YUNNAN FROM LATE QING TO EARLY

　　　　　　　　　　　　　

REPUBLICAN ERA

　　　　　　　　　　

―ontheRole of Mabang 馬幇－

KURIHARA Satoshi

　　

It is thought that the trading areas in Yunnan consisted of chains of

some inter-regional trades. As a unique geographic feature there, moun-

tains are dotted with many basins called bazi 順子.　Along the lines

linking such bazis, several trade routes were opened. Of these are such

main routes as Burmese, Hongha紅河, Sichuan, Tibetan, Kengtung, and

Guangχｉones, which had developed towns well. Centering around these

towns, trafficin commodities was engaged in between regions, and thus

several trading areas were formed｡

　　

It was transportation guild called mabang that carried goods among

these trading areas.　Mabangs in various parts of Yunnan had their own

networks and spheres of transportation,which were based on the　trade

routes

　

extending

　

to

　

the

　

outside of the country　and the　province. In

188O's English and French economic invasion started,and Mengzi custom-

house蒙自闘was established in 1889. Foreign goods, mainly cotton

manufactures began to 丑ｏｗin, and natural resources in Yunnan, chiefly

tin,to flow out. There had been no modern transportation system yet in

this province because of its tｒａ伍ｃinconvenience.　Mabangs therefore

became

　

more

　

necessary, and the volume of their transportation also

increased. The　height　of mabangs was in 1911 or 1932. １ｎYunnan

during modern time, mabangs had played an important role not only on

transportation between towns but also on that of international trade.

５


